
 

お  知  ら  せ 

 

平 成 ２８年４月１４日 

                                           東 北 電 力 （ 株 ） 

 

東通原子力発電所１号機における 

非常用ディーゼル発電機（Ａ）からの軽油漏えいについて 

 

 

平成２８年４月１４日、東通原子力発電所１号機（平成２３年２月６日から第４回

定期検査中）の原子炉建屋（管理区域外）において、１０時０２分頃から、非常用   

ディーゼル発電機（Ａ）の定期試験を行っていたところ、１０時５８分頃、燃料循環

ポンプ付近に設置されている圧力調整弁から軽油が漏えいしていることを確認しまし

た。 

 

その後、１０時５９分頃、非常用ディーゼル発電機（Ａ）を停止し、１１時１１分

頃に当該圧力調整弁上流側に設置されている弁を閉じ、軽油の漏えいが停止したこと

を確認しました。 

軽油の漏えい量は約２５リットルと推定しております。 

原因については、現在調査中です。 

 

本事象については、青森県および東通村と定める「東通原子力発電所におけるトラ

ブル等対応要領」におけるＡ情報のうち「事業所内の消防法に基づく危険物の流出」

に該当するものと判断し、直ちに関係箇所へ通報連絡を行っております。 

 

なお、東通原子力発電所１号機の電源については、外部電源（３回線）により確保

されております。 

また、非常用電源については、非常用ディーゼル発電機（Ｂ）ならびに大容量電源

装置が稼働可能な状態となっております。 

 

以 上 

 

［別紙］ 

東通原子力発電所１号機 非常用ディーゼル発電機（Ａ）からの軽油漏えい箇所（概要図）  


